

























































































































































































































































のとも捉えられるだろう。 『列僊寿娯禄』に画かれた五十名は 後述する二名を除いてすべて中国の仙人で って、先述の日本版「選仙図」とい 側面とともに、同双六が異国趣味 産物 もあることを示唆し いるが、そ 中国仙人四十八名 うち九割ほどは『列仙全伝』に立伝された仙人 ちであり、さらにそのうちの七割ほどは、 『列僊寿娯禄』に画かれた絵と『列仙全伝』に載る挿絵とがほぼ完全に 致するか相当に近似してい 。 『列仙全伝』 慶安三年
46
























































































































































































































































































































































































































































































して「浣衣女」と命名しておきながら、 『元亨釈書』が「踏浣衣」と、女性が踏み洗いしていたと伝えるのと合致しない絵になっている点、なぜそうなっているのか、そこ 何らかの意図があるのか否か、わからな 。しかし、今問題にした のはその点ではな て、衣を手洗いしている浣衣女の視線である。衣を手洗いする女性を画く場合、通常ならば、手許のあたり 視線を落としている姿に画くのではないだろうか。ところが、こ 列僊寿娯禄』の浣衣女は 全く手
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許とは異なる方向、振り返るようにして、手許とは反対の、この女性から見て左手斜め上方を見ているようである。衣を手洗いする女性の絵として、不自然 見える。そして、そ 視線 先を辿るなら、二
1久米
ノ仙に行き着くのではな




































































久米仙人が通を失い墜落したあと、その姿が見えないと騒いだり （ａ） 、その失態について噂し合ったり （ｂ） 、嘲笑し




























































































































































日本に帰り墜落すると、そのことが「あつち」つまり「仙界」に聞こえて、 「仙人仲間」の「物笑ひ」になった、と語る。これら「仙人仲間」は、 先の川柳の「仙仲間」と同様の存在である 違いなく 右のうち後者 物笑いする「仙人仲間」は特に、先掲の川柳ｂの「粂かすこたん聞たか」と噂する「仙仲間」や、ｄの「腰ぬけと久米をあざける」 「仙仲間」と重なる。　




























大阪横堀を飛行していた久米仙人は洗濯をしていた小萩の脛の白さに目がくらみ地上の人となり、小萩を女房に娶って松葉煙草売りとなる。西王母が見舞いに来るや、一子をもうけながらも、かつて 女房にうつつを抜かすかと小萩は 焼餅をやく。また、鉄枴仙人も現われ、一子粂太郎 前で仙術を披露して大いに嬉ばす。小萩は同じく訪れた費長坊から折鶴に乗る飛行の術を授かる。粂太郎も水行の術を習う。
　
久米仙人の他に、西王母・鉄枴仙人・費長房の三名の神仙あるいは仙人が登場している。さらに、右梗概には現れて
いないが、 「かませんにん」 （蝦蟇仙人）も西王母の隣に画かれていて「きのとくかな」と発言しているし、粂太郎が水行の術を習うという最後の場面に「しやうりけんのほうにならひ」とあるので、 「上利剣」も登場している。墜落後の久米仙人を、西王母が見舞ったり（ 「西王母見まいにきたりうたかはれめいわくの処」 ） 、あるいは蝦蟇仙人や鉄枴 費長房、 上利剣が訪れたりするのは、 先の川柳の ちｅやｆにおいて「仙仲間」が久米仙人に「腰の痛みはどうだな」 「もみ医者に見せやれ」と声をかけ と近い情景であり、 「仙仲間」 「仙人仲間」であると記されているわけではないけれど、西王母らは右の絵本の中で、 「仙仲間」に相当するような存在 なっ いると言えよう。　
久米仙人墜落説話にどの程度かは関わって、久米仙人と同じく仙人である者たち「仙仲間」 「仙人仲間」の存在に想















の偶然によるものなのかどうか。もしかしたら久米仙人の「仙仲間」 「 人仲間」としてより想起されやすい仙人が近くに配されてい のでは、 といった憶測も生起しなくはな 。 『列僊寿娯禄』 には 「群仙慶寿」 などと称される画題に倣って寿老人を迎える群仙を画いた面があるのではないかと先に述べたが、また一方で、浣衣女を除くと五十名のうちの唯一の日本の仙人であり、先述通り特別な仕掛けとして盛り込まれた久米仙人のマスを中心としつつ、 『列僊寿娯禄』の一紙全体を見渡すならば、四十八名 「 仲間」 「仙人仲間」が久米仙人を取り巻いているように見え 、 「粂かすこたん聞たか」 「腰 痛みはどうだな」と ったつぶやきが、そこここから聞こえてきそうに思われるのである。　
右に見てきた通り、日本版「選仙図」とも言うべき『列僊寿娯禄』は、田安家当主の長寿と福楽を予祝するという重
い目的を持つ一方で、ゲーム性を高める計算 種々行 ていて、その中で久米仙人の墜落説話を巧み 利用していた。同説話を紙上にて再現しているとも先に述べたが、二
1久米
ノ仙で「一」が出た場合、久米仙人が墜落したのと同じよ












とともに先引通り久米仙人墜落説話を掲げ 、 「いかなる智者かは 媚びたる形を見て目を悦ばしめざ 」 いうことの例話 して利用している（ 『私聚百因縁集』巻九
21に書承）が、同様の例話としての久米仙人墜落説話利用例は、有

























る。あるいは、 『好色一代男』 （新編日本古典文学全集）巻七の「口添へて酒軽籠」が「 『腰より下の一重もけふの汗に』とて、そこ〳〵にとき捨てて、行水の御裸身みるに、久米の仙もこんな事なるべし」と叙述するのも、具体的内容までは記述していないが、類似の事態を物語る周知の事例として久米 人墜落説話を持ち出していて、近い利用例だと言えようか。幕末の『旅の恥かきすての日記』 （近世紀行文集成）巻上が「此辺り農事甚忙し。婦人十六七なるものも、あか裸になりて二布ばかりして仕事をなす。その膚のくろさは、 なか〳〵久米の仙人も通をう なふ気遣ひもなひやう也」と描写するのは、反転させた形で例話として利用した表現ということになろうか。　『今昔物語集』巻十一
24「久米仙人始造久米寺語」をはじめ『多武峯略記』や『七大寺巡礼私記』では、墜落後の久














































ただ、取り入れられるに際して内容的 改変・脚色されていて、 『久米仙人』では、洗濯の女が実は 得仙以前から久米仙人の信仰する薬王菩薩が煩悩を断たせようと化し も であったと その後久米仙人が同菩薩を安置して「久米寺」と号したのだと伝え（現に久米寺の本尊は薬師如来） 、 『久米路』では、洗濯の女を見て仙術 失い悪趣に堕ちていた久米仙人が塚 辺りに現れ、熊野の山伏による弔いを受けて仏果を得る いう筋書を展開する。演劇作品における久米仙人墜落説話の利用は、先の西野論文にも述べられ ところだが 浄瑠璃においても、山本土佐掾『天王寺彼岸中日』とその改作である宇治薩摩『大和国久米仙人』や、歌舞伎としても上演 た為永太郎兵衛『久米仙人吉野桜』に見られる。これら三作品では、全体の「筋書きは久米仙人伝承とまったく異なる のの、墜落の挿話が採用されている」のであって、 『久米仙人吉野桜』の場合は、 「数人の女性が岩明神の向かいの浅瀬で布を晒しているところに久米仙人が墜落するのだが その理由は、女性の脛をみたためで なく、川辺にあった岩明神 霊力 めとされ いる」 （先掲西野論文） 。やはり大きく改変が加えられている である。さらに歌舞伎『久米仙人袖振山』なども知られ 。　
右のうち謡曲『久米路』の場合、久米仙人の墜落自体よりも、それがために悪趣に堕ちていた久米仙人が熊野山伏に
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より仏果を得るという、従来にはないその後の展開の方に重点が置かれているが、久米仙人墜落説話を概ね冒頭部に何らかの形で据え、それを端緒としてそこから新たな趣向を豊かに展開するという形の利用は、他にも種々認められる。先に触れたものでは その脛を見て落ちた洗濯女と 間にできた娘が主人公の男と婚姻することになる『風流仙人花婿』や、 先述通り「久米仙人後日譚」という仮題が付されている『絵本集艸』所収絵本があ 。他には、 例えば 烟花漫筆』（洒落本大成） 。その冒頭の「叙説」において、難波の道頓堀の賑わいを述べて「女の物あらふはきのしろきを見て久米
ノ







ひ」 、その通が大江山の鬼が城に落ちて「どうじをはじめお どもつうとなる 、という話を冒頭部に据えたうえで、桃太郎と酒呑童子の物語に久米仙人や大通仙人の絡んだ筋書を展開する。





































日記』や川柳 ・ 狂歌 盛り込まれたが、また近世の笑話にも利用されていた。元禄十六年（一七〇三）刊『軽口御前男』（日本古典文学大系）に載る笑話「久米の仙」は、
色めきたる女、賀茂河へゆきて洗濯しける。折ふし風はげしく裾ひるがへり、脛 しろきをわれと見て、かの女房心におもふやう、 「むかし久米の仙人、此やうな脛を見て通をうしなひ下界 くだりたまふときく。今の世にも仙人ありて落給 まい物でない」と思ふ一念天に通じけん、雲間に仙人ま見へ給ふが、まぢかくさがると思へば、 「脛にたをされた、べかかう」と云て上りける。





































































































と見える。洗濯する女の白い脛を見て墜落したことを「うそのかはみてだまされた」と表現して、本質を見ないことを戒める教訓としたものであるに違いない。右の『いろはう 』は、手島『 〈児女〉ねむりさまし』 （石門心学書集成）に
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収載されているほか、 『手嶋先生いろは歌』 （同上）として刊行されてもおり、後者の場合には各歌に絵が添えられているが、右「久米の仙人」歌の絵に画かれる脛を出して踏み洗いする女は、顔がまるで牙をむき出し した化け物のように見える。 「久米の仙人」が女の本質を見ていなかったことを、絵でも示しているのであろう。　
久米仙人墜落説話を題材とした種々の絵画作品が多く生み出されたことは広く知られるところであって、先の西野論























二月より、浅草寺奥山に活偶人見せ物再び始む。 〈肥後松本喜三郎が作なり。水滸伝の豪傑、忠臣蔵夜討、鏡山浄瑠璃狂言の偶人、一ツ家の姥、為朝に島人遊女屋内証の体、久米の仙人布洗女など、活けるが如く造りたり。この仮屋間口十三間奥行十四間にて、偶人の数六十二なり。見せ物を開けるうちの壮観 り。 〉



























から、 これは、 隕石などの仕業ぢやない」という「源内先生」の言葉が見え し、 坂口安吾『行雲流水』 坂口安吾全集）
70
も、 「まだ十八」の「パンスケ」 （売春婦）であるソノ子について「お乳とお尻がにわかにムッチリと精気をこめて張りかゞやいているようであった」 、また「あのお尻が行雲流水していやがるか、と、和尚もいさゝか妬たましく感じる」などと叙述したあとに、 「 『当世は、久米の仙人などはショッチュウ目玉をまわしていなきゃならないのさ。オレだから、ガンバッていられるようなものだ』と、和尚はわずかに慰めるのである」と続ける。明治四十四年の薄田泣菫 紀行文『久米の仙人』 （薄田泣菫全集）が「世の中の人は
─
わけて両性の関係を口喧しく言ひながら、家庭では十人の子供を












































































































なお、 前章に触れた『絵本集艸』所収佚題絵本でも、 久米仙人墜落説話の舞台を大阪横堀 移していたし、 先述の『烟









久米仙人墜落説話利用史の中の一コマであ には違いな 。それで、敢えてここ 付記することとした次第である。　
京都女子大学図書館よりの依頼を受けて、平成二十五年秋季（十月七日～十一月四日）開催の第十三回図書館資料特別展観の
企画や実施に携わった。同図書館 収蔵されて間もない、本拙稿にて取り上げた『列僊寿娯禄』を展観の一つの核にするということだけは、早くに決めていたが、それ以外はなかなか決定に至 なかった。展示対象が大学の図書館の所蔵する資料 限定さ
76
れているため、相応しいと思われるテーマを思い付いても、それに見合った資料を少なくとも四、 五十点くらいは図書館資料によって揃え ことができないと、そのテーマでの展示は成り立ち得ないので、テーマの設定自体も一筋縄ではいかず、仮にテーマを設定しては展示資料が揃うか否か検討する、という作業を何度か繰り返さなければならなかった。それで、 「ワンダーランド仏教説話」と うテーマがほぼ固まったのは、もう五月になっ からであった。そうしたテーマとは別に 展示解説を かなる形にするのかにつ ては、かなり以前から朧気ながら想い画 て たことが 前年度の第十二回展観も担当し、 「長明と清盛─ゆく川、海へ─」というテーマで展示した際に、京都女子学園マスコットキャラクター「ふじのちゃん」が建春門院に扮して展観の案内 したり解説の随所でコメントを加えたりするというスタイルにしたところ概ね好評であったようなので、今度は全面的にふじのちゃんが解説する いう形にしたいと考えていた である。と ろ 、 か る設定 もとにふじのちゃんに解説させるのがよい か 単 の語り手をふじのちゃんに というだけでは面白味に欠けるし……と、考えあぐねていた際 ふと思い付いた が、久米仙人の起用であった。久米仙人を仕掛け して巧みに利用していた『列僊寿娯禄』が、展観の一つの核として常に念頭にあったからでもあろう。　
その後、通力を取り戻し、仙人であるのでずっと生き続けてきた久米仙人が、現代ではもう川で洗濯している女性もいないか
らと安心して空を飛び回っ ところ、京都女子大学の上空に来た際に女子大生を見て昔のこと 思い出し、またもや通力失い墜落して まった。落ちた場所が、展観会場の建学記念館「錦華殿」で展観 案内役の練習をしていたふじのちゃんの目の前で、結果、二人が一緒に案内・解説することになる。
─
というのが、最終的に辿り着いた設定である。それに応じて、テー
マ「ワンダーランド仏教説話」に「ふじ ちゃん・ の仙人二人語り」という角書きを加 ま 、 「京女に久米の仙人が落ちてきた
!?」という副題（キャッチコピー）を添えもした。そして、展観図録では、基本的には二人の掛け合いだけで解説が展











地点を、床に細工するなどして展観会場内に設定しようとも考えたが、技術的に上手くいかず、むしろリアリティーの乏しさをこそ利用する形 方向転換することにした。つまり、 「久米の仙人落下地点」と書いた矢印状の簡単な立て札を会場内に置いて、しかも固定しないで簡単に動かせるようにした。そのうえで、ふじのちゃんと久米仙人にこう会話させも た。








のような形で図書展観に利用されたことは従来なかったのではないかと思われる。図書展観に久米 墜落説話を利用し のは、誰もが持ち合わせる性的側面を明るくユーモラスに切り出したとも言うべき有名な同話を展観会場 直結させることによって、少しで 関心を喚起して興味深く親しみを持って楽しん もらおうと意図したものであった。来場者の反応などから見てある程度の効果はあったのかと思われるが、正確にはわからない。一番楽しんだのが稿者自身であったことは確かだが。　
なお、右の利用例では、久米仙人墜落説話の舞台を、当初の大和国から京都女子大学へと移動したというわけではない。当初












両氏『中華伝統遊戯大全』 （新華書店北京発行所、一九九〇） 「升官図」 「選仙図」項、増川宏一氏『すごろくⅡ』 （法政大学出版局、平
7） 、岩城紀子氏「浄土双六考」 （ 『東京都江戸東京博物館研究報告』
1、平
7） 、森田憲司氏「二〇〇九





























































8）出目「一」～「六」のうち、移動先が示された「一」 「三」以外、 「二」 「四」の場合は数字だけが記載され移動先が示されておらず、 「五」 「六」は数字自体も記載されていない。同じく移動先を示さないのに数字だけは記載するのとそうでないのとの差がどこ あるのか、詳細不明。
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・仙人名を挙げた下には、各マス所載の仙人の絵と、 『列仙全伝』 （略称「全」 ） 『仙仏奇踪』 （ 「奇」 ） 『仙人つくし』 （ 「つ」 ） 『異


























































※菊水の件など、 『列仙全伝』や『列仙伝』 ・ 『神仙伝』になし 『仙人つくし』のみ。
　　
→
　
一
2・上
1
がり福・上
1
がり寿・一
9・一
10・四
3
３
　　
←
　
一
2・一
9・一
10・二
2・二
3・二
6・二
7・二
8・二
9・二
10・三
1・三
2・三
10・四
3・四
4
一
2西王母
　
せいわうぼ
　　
○全（巻一）
　
○奇
　
×つ
　
△異
　　
漢の武帝に進上する桃を胸の前 持って立っているところ。
　　
→
　
上1
がり福・上
1
がり寿・三
2
（1
　
・一
10・一
1（「
二ツアマリ
彭祖」 ） ・一
9（ 「
一ツアマリ
東方朔」 ）
　　
←
　
一
1・一
9・一
10・二
4・二
6・二
8・二
10・三
5・三
8・三
10・四
3・五
2
一
9東方朔
　
とうはうさく
　　
×全（巻二）
　
△奇
　
△図
　　
西王母の桃の実を盗んで逃亡するところ。
　　
→
　
上1
がり寿・上
1
がり福・三
2
10
　
・一
10（ 「
三ツ余リ
張果老」 ） ・一
1・一
2
　　
←
　
一
1・一
2・一
10・二
2・二
3・二
5・二
7・二
9・三
3・三
7・三
10・四
3
一
10張果老
　
ちやうくわらう
　　
×全（巻五）
　
×奇
　　
手に持った瓢箪から驢馬を出しているところ。
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※例えば鳥山石燕『鳥山彦』に、張果老の出した驢馬に鉄枴の出した分身が乗っている絵あり。
　　
→
　
一
9・上
1
がり寿・上
1
がり福・一
2・一
1・四
3
３
　　
←
　
一
1・一
2・一
9・二
2・二
4・二
7・二
8・二
9・二
10・三
1・三
4・三
6・三
7・三
9・四
5
二
1久米
ノ仙
　
くめのせん
　　
雲に乗って飛行中に、洗濯する女性を見下ろしているところ？
　　
※六
10浣衣女と視線を合わせているように見える。
　　
→
　
六4
10
　
・二
2・三
1
２・二
8・二
10・二
9　　　　
←
　
三
6・四
1・四
10・五
3・五
8・六
8・六
10
二
2費長房
　
ひちやうはう
　　
×全（巻四）
　
×奇
　
×異
　　
鶴に乗って昇天するところ。
　　
※鶴に乗った費長房について中本大氏論文あり。先に挙げた『久米仙人後日譚』では折鶴に乗る術を授ける。
　　
→
　
三1
10
　
・二
4・一
1
10
　
・四
2
３・一
1
１・一
1
９
　　　　
←
　
二
1・二
3・二
8・三
2・三
5・三
7・四
4・四
7・五
3
二
3蝦蟇仙
　
がません
　　
蝦蟇を背負って水辺の岩上に座しているところ。
　　
※知恩寺所蔵の顔輝『蝦蟇鉄枴図』など知られる。
　　
→
　
一1
１・二
2・二
8・三
1
５・二
10・一
1
９
　　　　
←
　
二
10・三
3・三
8・三
10・四
2・五
10・六
3・六
8
二
4鉄枴先生
　
てつかいせんせい
　　
△全（巻一）
　
△奇
　
×図
　　
足が不自由なので鉄の杖をついて、小さな分身を口から噴き出しているところ。
　　
※『列仙全伝』には分身 口から吐き出すという内容なし。
88
　　
→
　
一1
10
　
・三
1
２・二
7・二
9・三
1
７・一
1
２
　　　　
←
　
二
2・二
9・三
9・四
2・四
7・四
10・六
9
二
5丁令威
　
ていれいゐ
　　
〇全（巻二）
　
×奇
　　
霊虚山に入って仙道を学んだのち、鶴と化して帰ってきて、石柱にとまったところ。
　　
→
　
二
6・四
2
３・三
1
７・二
10・二
8・一
1
９
　　　　
←
　
二
10・三
1・三
4・四
1・六
9
二
6左慈
　
さじ
　　
××全（巻三）
　
×奇
　
×つ
　
〇図
　　
　　
水を入れた盆に釣り糸を垂れて、鱸を釣り上げたところ。
　　
※『絵本故事談』巻一などに同様の絵あり。
　　
→
　
一1
１・三
1
８・三
1
９・三
1
４・三
1
１・一
1
２
　　　　
←
　
二
5・三
2・三
6・四
1・四
4・四
5・四
8・五
7
二
7王子喬
　
わうしきやう
　　
×全（巻一）
　
×異
　
×図
　　
七月七日に白い鶴に乗って現れ、その鶴と童子を従えて立っている ころ。
　　
→
　
一1
９・三
1
10
　
・一
1
10
　
・四
2
３・二
10・一
1
１
　　　　
←
　
二
4・五
2
二
8黄初平
　
くわうしよへい
　　
△全（巻四）
　
△奇
　
△異
　　
金華山に入って四十余年、白石 叱ると、すべて羊 なったところ
　　
→
　
一1
２・二
9・二
10・二
2・一
1
10
　
・一
1
１
　　　
　　
←
　
二
1・二
3・二
5・三
2・三
5・三
8・四
8・四
10・五
8・五
9・六
1
二
9呂洞賓
　
りよとうひん
　
×奇
　　
剣を背負い、龍の頭の上に立っているところ。
　　
※雪村『 図』など知られる。
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→
　
一1
９・二
10・一
1
10
　
・二
4・一
1
１・五
3
２
　　　　
←
　
二
1・二
4・二
8・三
4・三
6・四
2・四
9
二
10琴高
　
きんかう
　　
△全（巻一）
　
××つ
　
〇図
　　
弟子たちが
　
涿水で待っていると、二匹の鯉に乗って出てきたところ。
　　
※『列仙全伝』には鯉が二匹であるという記述ない。ただ、挿絵は、乗り方は異なるが、二匹になっている。
　　
→
　
一1
２・一
1
10
　
・二
5・一
1
１・二
3・四
2
３
　　
←
　
二
1・二
3・二
5・二
7・二
8・二
9・三
1・三
3・三
8・三
9・四
3・四
4・四
6・五
1
三
1姮娥
　
こうか
　　
××全（巻九）
　　
薬草を持った夫の羿と対面しているところ。
　　
→
　
一2
１・三
2・二
1
５・四
1
３・二
1
10
　
・一
2
10
　
　　　　
　　
←
　
二
6・三
5・三
6・四
2・四
5・四
6・五
7・六
4・六
9
三
2赤松子
　
せきしようし
　　
〇全（巻一）
　
△奇
　
◎異
　
×図
　　
体毛を生やした姿で立っているところ。
　　
→
　
二1
６・二
1
８・三
3・三
9・二
1
２・一
2
１
　
　　
←
　
二
1・二
4・三
1・三
7・三
9・四
1・四
7・五
3・五
7・五
8・六
2
三
3東王公
　
とうわうこう
　　
◎全（巻一）
　
×奇
　
××つ
　
◎異
　
×図
　　
王女と楽しんでいた投壺の道具を傍らに置いて、口から稲妻を吐き出しているところ。
　　
→
　
二1
３・三
5・三
8・四
1
４・二
1
10
　
・一
2
９
　　　　
←
　
三
2・四
9・五
2・五
4
三
4彭宗
　
はうそう
　　
〇全（巻一）
　
〇異
　
×図
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一日中水底に伏しているところ。
　　
→
　
二1
５・四
1
１・六
3
４・五
2
２・二
1
９・一
2
10
　
　　　　
←
　
二
6・三
8・三
9・四
2・四
9・五
9
三
5麻姑
　
まこ
　　
×全（巻三）
　
×奇
　　
頭の頂きを髻に結い、長い爪を見せて（？）立っているところ。
　　
→
　
一2
２・三
1・五
2
２・二
1
２・四
1
８・二
1
８
　　　　
←
　
二
3・三
3・四
1・四
5・四
6・四
9・六
4
三
6黄安
　
くわうあん
　　
◎全（巻二）
　
××つ（ただし、絵は欠失）
　
◎図
　
　　
衣服を身に付けず赤い身体を顕わにしたまま、三千年に一度だけ頭を出すという神亀に乗っているところ。
　　
→
　
二1
９・二
1
６・三
1・三
9・二
1
１・一
2
10
　
　　　　
←
　
三
9・五
7・六
2・六
4
三
7呉猛
　
ごまう
　　
〇全（巻四）
　
〇異
　　
白い羽の扇を持ち、白い鹿 引く車に乗って昇天するところ。
　　
→
　
二1
２・四
1
８・四
1
５・三
2・一
2
10
　
・一
2
９
　　　　
←
　
二
4・二
5・四
8・五
4・六
1・六
2・六
7・六
8
三
8上利剣
　
しやうりけん
　　
波の を に乗って移動しているところ。
　　
※三代豊国（英一蝶）らの絵あり。
　　
→
　
二1
８・二
1
10
　
・三
4・二
1
３・四
1
４・一
2
２
　　　　
←
　
二
6・三
3・四
6・五
2・五
8・六
3・六
8
三
9巨霊人
　
これいじん
　　
虎を従えて立っているところ。
　　
※『絵本写宝袋』に相当に近似する絵が見える。
91 『列僊寿娯禄』が仕掛けた説話の擬似体験
　　
→
　
二1
10
　
・二
1
４・三
6・三
2・一
2
10
　
・三
4
　　
←
　
二
6・三
2・三
6・四
2・四
4・四
10・五
1・五
3・五
9・六
9
三
10弄玉
　
ろうぎよく
　　
〇全（巻二）
　
××つ
　
△図
　　
（龍に乗った蕭史とともに、 ）鳳凰に乗って昇天するところ。
　　
→
　
一2
９・一
2
１・一
2
２・二
1
３・四
1
３・上
3
がり寿
　　
←
　
一
2・一
9・二
2・二
7・四
3・ふり出し
四
1羅真人
　
らしんじん
　　
◎全（巻四）
　
〇異
　　
丹を与えて病気を治してやった龍が、観北氷塘にて足を洗っている際に現れたところ。
　　
→
　
三1
２・四
6・二
2
１・三
1
５・二
2
５・二
2
６
　　　　
←
　
三
4・五
4・六
1・六
8・六
9
四
2劉安
　
りうあん
　　
◎全（巻二）
　
〇異
　
×図
　　
八公の手引きによって丹薬を服し、犬・鶏とともに昇天していくところ。
　　
→
　
三1
１・三
1
４・二
2
４・二
2
３・三
1
９・二
2
９
　　　　
←
　
四
8・五
10・六
1・六
3・六
7・六
9
四
3太真夫人
　
たいしんふじん
　　
◎全（巻一）
　
〇異
　
〇図
　　
それを弾くと種々の禽獣が飛び集まってきたという一弦の琴を持って、白い龍に乗り周遊しているところ。
　　
→
　
一3
２・一
3
９・一
3
１・二
2
10
　
・三
1
10
　
・上
4
がり福
　　
←
　
一
1・一
10・二
2・二
5・二
7・二
10・三
1・三
10・四
6・五
2・ふり出し
四
4黄石公
　
くわうせきこう
　　
△全（巻二）
　
△図
　　
馬に乗り橋を渡っていた際に、仕えていた漢の張良が沓 捧げるところ。
　　
→
　
二2
２・三
1
９・四
10・二
2
６・二
2
（0
　
・
一3
１
　　　　
←
　
三
3・三
8・四
7・四
8・四
10・五
9・六
3
92
四
5馬師皇
　
ばしくわう
　　
△全（巻一）
　
××つ（絵欠失）
　
△異
　
△図
　　
病気を治してもらおうと下ってきた龍の口に甘草湯を入れて飲ませようとしているところ。
　　
→
　
三1
５・三
1
１・二
2
６・六
2
２・六
2
９・一
3
10
　
　　　　
←
　
三
7・四
9・五
4・五
10
四
6林霊素
　
りんれいさ
（ママ）
く
　　
〇全（巻七）
　
〇異
　　
宮殿において法術競べをした際のこと、水を吐くと五色の雲になり、その中に金龍や獅子が現れたところ。
　　
→
　
四
3・五
1
10
　
・三
1
８・三
1
５・三
1
１・二
2
10
　
　　　　
←
　
四
1・六
3・六
7
四
7張志和
　
ちやうしくわ
　　
◎全（巻六）
　
〇奇
　
〇異
　　
船のように蓆を水上に敷いて行き来し、その上に座 酒を飲んでいると、突然鶴が頭上にやってきたところ。
　　
→
　
五1
10
　
・四
8・二
2
２・四
4・三
1
２・二
2
４
　　　　
←
　
五
2・五
7
四
8曹仙媼
　
さうせんあう
　　
◎全（巻四）
　
◎異
　　
渡し守に拒絶されたため、いつも連れている幼女と犬とともに波の上を対岸へと渡っているところ。
　　
→
　
三1
７・四
2・二
2
８・五
1
２・二
2
６・四
4　　　　
←
　
三
5・三
7・四
7・五
4・五
7・六
4・六
10
四
9武志士
　
ぶしゝ
　　
〇全（巻八）
　
〇異
　　
青い布の幕を橋のように空中に架け、それに乗って移動しているところ。
　　
→
　
五1
10
　
・三
1
３・四
5・三
1
５・三
1
４・二
2
９
　　　　
←
　
五
1・五
3・五
10・六
7
四
10侯先生
　
こうせんせい
　　
△全（巻七）
　　
夏の日、衣服を脱いで池中に入ると、大きな蝦蟇の姿 なったところ。
　　
→
　
四
4・三
1
９・五
1
７・二
2
８・二
2
４・二
2
１
　　　　
←
　
四
4・五
1・五
3・五
10
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五
1葛玄
　
かつけん
　　
◎全（巻
4）
　　
乗っていた船が沈没したため、水上を歩いてもどっていくところ。
　　
→
　
五
7・四
1
10
　
・六
1
９・四
1
９・三
2
９・二
2
10
　
　　　　
←
　
ふり出し
五
2上元夫人
　
しやうげんふじん
　　
◎全（巻一）
　
〇図
　　
七月七日、麒麟に乗って、 （西王母とともに）漢の武帝のもとに向かうところ。
　　
→
　
四1
３・四
1
７・三
2
３・三
2
８・二
3
７・一
4
２
　　　　
←
　
二
9・三
4・三
5・四
8・五
10・六
2
五
3羅子房
　
らしほう
　　
◎全（巻六）
　
〇異
　　
父に続いて得仙し、門外の髙い杉の上から船に乗って昇天するところ。
　　
→
　
四1
９・三
2
２・四
1
10
　
・三
2
９・二
3
１・二
3
２
　　　　
←
　
六
2・六
7・六
8
五
4列子
　
れつし
　　
××全（巻一）
　　
九年間の修行の成果あって、風を操り、それに乗って移動しているところ。
　　
→
　
四1
５・六
1
７・四
1
８・四
1
１・三
2
３・三
2
７
　　　　
←
　
ふり出し
五
7趙真人
　
てうしんじん
　　
◎全（巻五）
　　
川を決壊させる毒蛟の頭を左手でとらえ、右手には剣を持って水中から現れたところ。
　　
→
　
三2
６・四
1
８・三
2
２・三
2
１・四
1
７・二
3
６
　　　　
←
　
四
10・五
1・六
1・六
2
五
8梅福
　
はひふく
　　
◎全（巻三）
　
△奇
　
〇図
　　
飛鴻山にて修煉し丹が成ったあとのある日、空から下ってきた鸞 昇天するところ。
　　
→
　
五
10・三
2
８・六
1
３・三
2
２・二
3
８・二
3
１
　　　　
←
　
ふり出し
　
94
五
9葵女仙
　
さいちよせん
　　
◎全（巻二）
　
〇異
　
△図
　　
老父に請われて二羽の鳳凰を刺繍し、老父に見せているところ。
　　
→
　
二3
８・六
1
８・四
1
４・六
1
４・三
2
９・三
2
４
　　　　
←
　
ふり出し
五
10欒巴
　
れ（ママ）
んは
　　
◎全（巻三）
　
○図
　　
正月一日、成都の火災を消すため、皇帝から賜った酒を飲まずに、西南方に向かって吐き出しているところ。
　　
→
　
四1
９・四
1
10
　
・四
1
５・五
2・四
1
２・二
3
３
　　　　
←
　
四
6・四
7・四
9・五
8・六
7
六
1諶母
　
たんほ
　　
◎全（巻四）
　
◎異
　　
天に昇るに際して香茅の穂を南の方に向かって投げているところ。
　　
→
　
四2
１・四
2
２・六
9・五
1
７・三
3
７・二
4
８
　　　　
←
　
六
4
六
2姚光
　
てうくわう
　　
◎全（巻三）
　
〇図
　　
柴数千束を積んだ中に座し、四方から火を付けられても、焼かれないでいるところ。
　　
→
　
五1
２・三
3
２・三
3
６・五
1
３・五
1
７・三
3
７
　　　　
←
　
四
5
六
3毛女
　
まうじよ
　　
△全（巻二）
　　
それを食することによって飢寒を感じず身体が飛ぶように軽くなったという松葉を持って立っているところ。
　　
→
　
四2
６・三
3
８・六
8・四
2
２・四
2
４・二
4
３
　　　　
←
　
五
8
六
4韋善俊
　
ゐせんしゆん
　　
◎全（巻五）
　　
「烏龍」と名付けて飼っていた黒犬が黒い龍となり、それに乗って去っていくところ。
　　
→
　
六
1・三
3
５・四
2
８・六
7・三
3
１・三
3
６
　　　　
←
　
三
4・五
9
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六
7子英
　
しえい
　　
〇全（巻三）
　
××つ
　
△異
　
〇図
　　
釣り上げて池中で一年間飼っていると角と翼が生えて大きくなった赤い鯉に乗り昇天するところ。
　　
→
　
四2
９・四
2
２・五
1
３・四
2
６・五
1
10
　
・三
3
７
　　　　
←
　
五
4・六
4
六
8張九哥
　
ちやうきうか
　　
◎全（巻七）
　　
うすぎぬを重ね畳んで切ると、蝶の姿になって飛んでいったところ。
　　
→
　
四2
１・五
1
３・三
3
７・三
3
８・二
4
３・二
4
１
　　　　
←
　
五
9・六
3
六
9陳南
　
ちんなん
　　
〇全（巻八）
　
〇異
　　
船が出ず、浮かべた笠に乗って水上を渡るところ。
　　
→
　
三3
９・四
2
１・四
2
２・二
4
５・三
3
１・二
4
４
　　　　
←
　
四
5・五
1・六
1
六
10　
浣衣女
　
くわんいぢよ
　　
川で洗濯しながら左手斜め上方を見ているところ。
　　
※二
1久米
ノ仙と視線を合わせているように見える。
　　
→
　
二4
１・四
2
８
　　　　　　　　　　　 　　　
←
　
二
1
五
56六
56　
ふり出し
　　
亀に戴かれた蓬萊山、鶴、太陽。
　　
→
　
四3
３・五
2
８・五
2
４・五
2
１・五
2
９・三
4
10
　
（本学教授）
